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№ 意見の要旨 件数 意見に対する区の考え方

１．概　要

２．提出された意見の要旨とそれに対する区の考え方

　◆目的に関すること　１０件

（仮称）東京都北区公共の場所における客引き行為等の防止に関する条例
骨子（案）のパブリックコメントの実施結果

・意見募集期間　　令和３年１２月２０日（月）～令和４年１月２８日（金）

・意見提出者数　　８名（内訳：ホームページ８名）

・意  見  総  数　　３９件

・閲  覧  場  所　　北区ホームページ、生活安全担当課、区政資料室、地域振興室、

　　※１件のご意見に複数の内容が記載されている場合がありますので、意見提出者数と
          意見総数は一致しません。また、類似する意見は取りまとめて公表しています。

　赤羽駅周辺における客引きに迷惑して
いた。客引きが、ふらふらと歩くためぶ
つかりそうになったり、立ちんぼをして
スペースを占拠するため公道の狭さが気
になっており、取り締まりや注意喚起等
のためにも条例制定に賛成であり推進し
てもらいたい。
　なお、特定地区であるか否かにかかわ
らず指導の対象となり得るという北区の
案に賛成である。
（同様の意見が他に４件）

　区民の皆さまはもとより、区内で働
き、学び、訪れる皆さまも含め、誰もが
快適で平穏な生活が出来る地域社会を作
ることは、区の重要な責務と考えており
ます。
　区内全域における良好な都市環境の実
現と健全な商業の発展を目指し、本条例
の制定に向けて取り組んでまいります。
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2 　客引き行為の取り締まり強化には反
対。通行時に客引きを無視していても特
に害はない。客引き達は、通りすがりの
見ず知らずの男性に笑顔で声をかけてく
れ、料金トラブルはこれまで一度もな
く、マッチングアプリと同額に近い値段
で、お酒も出て、店に立ち入ることなく
選んだ異性と話ができること自体は素晴
らしいことだと思う。
　客引き規制を強化するよりも、水商売
をしなくても生きていける女性を増やし
たり、婚活で苦しんでいる男性を救う政
策を行うことが先決ではないか。子育て
や結婚にたどり着けない弱者にも、光を
当ててはもらえないか。

1 　さまざまなご意見があろうかと思いま
すが、区民の皆さま等から区等に寄せら
れるご意見は、客引き行為等を多大な迷
惑と感じているものばかりでありますこ
とから、本条例の制定に向けた取り組み
にご理解いただきたく思います。

4 　東京都の迷惑防止条例との位置づけの
違いを明確にしてほしい。

1 　東京都の迷惑防止条例では公共の場所
における執拗な客引き行為を規制してお
り、本条例は、公共の場所における執拗
に至らない客引き行為等を規制する根拠
法令となります。

5 　人の通行を妨げることに関しても条例
で禁止するべきである。

1 　誰しもが安全で円滑な交通社会の実現
を求めるのは当然であり、道路交通法第
76条に道路における禁止行為が規定され
ていることから、一般的な交通を妨げる
行為については、同法で対応されるべき
事象と考えられます。

　特定地区に指定される場所はすべて禁
煙とするほか、「子育てするなら北区が
一番」を掲げるならば、迷惑喫煙を防ぐ
など受動喫煙対策に取り組むべきであ
る。北区路上喫煙防止条例の「路上喫煙
禁止地区」と本条例の「特定地区」は一
体的な運用をし、パトロール時には、治
安に悪影響を及ぼす路上喫煙も止めさせ
るよう対応するべきである。規制対象と
なる類型に、「喫煙目的施設（酒類を提
供しない施設を含む）」「タバコの宣伝
又は販売（これを行う者を含む）」を追
加するべきである。
　赤羽駅一番街周辺の路上喫煙について
どのように認識しているのか、禁煙化す
る予定があるのか無いのかについて公式
見解を示すべきである。
　条例制定と併せて、北区はスナックや
風俗店に対し健康増進法の遵守状況につ
いての一斉点検を行うべきで、ビル１階
の公道に面した部分に灰皿を設置して喫
煙者が集まるように仕向け、その喫煙者
を勧誘する事例や北区公衆喫煙所内での
客引き行為等も規制対象とするべきであ
る。
（同様の意見が他に１件）

　いただいたご意見につきましては受動
喫煙対策に関することになりますが、個
別具体的な内容として参考とさせていた
だきます。
　なお、ご意見のうち、公衆喫煙所内に
おける行為については、本条例の規制対
象になるものと考えております。

23

2



№ 意見（要旨） 件数 意見に対する区の考え方

№ 意見（要旨） 件数 意見に対する区の考え方

7 　客引き行為等を行う者が公共の場所に
いなかったとしても、客引き行為等を受
ける者が公共の場所にいる場合は規制対
象とするべきである。

1 　本条例における規制は、公共の場所に
おける行為を対象としたものであり、私
有地内における行為には規制が及ばない
ものであることをご理解いただきたく思
います。

8 　客待ちをしている者は、うろついてい
る場合も含むことを明確化すべきであ
る。

1 　公共の場所において、客引き行為また
は勧誘行為をする目的で相手方となる者
を待つべく、たたずんだり・うろつく行
為は規制対象になるものと考えておりま
す。

9 　客引き行為等を受けた客のみならず、
客引き行為等を行った者についても営業
所内立入禁止とするべきである。

1 　行為者と店舗との関係性の確認など、
個々の事案に応じた適切な対応に努めて
まいります。

10 　従業員の指導・監督の努力義務を負う
者は、「飲食店を営む者」ではなく「飲
食店等を営む者」とするべきである。

1 　本条例では、飲食店以外の業種につい
ても規制対象業種が含まれていることか
ら、ご意見のとおり表記を修正いたしま
す。

　「勧誘行為」という表現では来店を促
す意味も含むので、「スカウト行為」や
「役務の勧誘行為」としたほうが分かり
やすい。
　また、「客引き行為」の説明と同じ様
に、勧誘行為を具体的に例示し何を意味
するかが分かるようにするべきである。
（同様の意見が他に１件）

　◆定義に関すること　２件

　◆禁止行為に関すること　４件

　骨子（案）では簡易な説明となってし
まいましたが、本条例でいう「勧誘行
為」とは、求職中かどうかを尋ねたり、
仕事に従事するよう勧め誘う行為と考え
ており、ご意見と同様の表記を考えてお
ります。
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№ 意見（要旨） 件数 意見に対する区の考え方

12 　警告にあたり、同じ地区ではないため
に警告の対象とならない（以前に特定地
区Aで客引き行為を指導されたものの、
今回は特定地区Bであるため初回指導で
ある）」とも解釈されかねないため、
「更に同地区において」ではなく「更に
特定地区において」とするべきである。

1 　本条例では、指定した区内の特定地区
における客引き行為等に対して手順を踏
んだ措置をとることを予定しており、異
なる特定地区における行為であっても指
導を受けたことに差異はありませんの
で、ご意見のとおり表記を修正いたしま
す。

　指導・警告・勧告はいずれか１つ（た
とえば警告）に統一し、一度指導さえす
れば、公表や過料の対象となるようにす
るべきで、過料の額をもっと上げるべき
ではないか。
　または、口頭でも警告・勧告を出来る
ことを明確にして、客引き行為等防止推
進員及び客引き行為等防止指導員も、警
告や勧告をすることができるようにする
べきである。
（同様の意見が他に２件）

　本条例の罰則は秩序罰の過料であり、
違反者等を罰することを目的としている
ものではないものの、公表・過料措置と
なった場合には違反者等は一定の不利益
を被ることから、警告以上の措置につい
ては、区職員が書面を交付するなど、手
順を踏んで行うべきものと考えておりま
す。
　また、過料額が５万円以下では少なす
ぎるというご意見もあろうかと思います
が、地方公共団体が過料を科す場合の根
拠法令である、地方自治法に則した規定
となります。

　客引き行為等をさせる者、客引き行為
等を用いて営業する者についても指導な
どの対象にするべきである。
　また、「違反行為があった場合は」の
部分は「違反行為を行った場合は」にす
るべきである。
（同様の意見が他に１件）

　客引き行為等を行う者のほか、行為者
の使用者である事業主にも過料を科す
「両罰規定」を設ける予定であり、ご意
見を踏まえた表記に修正することといた
します。

　◆区の権限に関すること　１７件

　一般人であっても違反者に対して行い
得るような行為（たとえば「注意」）
を、条例上に規定するべきである。
　罰則通報ポイントツールとか作って、
違法行為者を写真に納められたら北区民
ポイントとかやってはどうか。
（同様の意見が他に１件）

　本条例は規制条例につき行為者等との
トラブルも予想されることから、区職
員・推進員・指導員が中心となり指導等
にあたってまいります。
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16 　公表にあたり、弁明機会の付与を求め
ていない北区の骨子（案）に賛成する。

1 　公表の可否の決定には正当な理由の有
無を確認する必要があることから、「意
見を述べる機会」を与える予定です。

17 　過料の対象者は公表の対象者とすべき
である。

1 　ご意見を踏まえ、より実効性を高める
ため、調査に関し過料措置を受ける者に
対する公表措置規定の追加を検討いたし
ます。

18 　土地や建物の提供者に対する措置につ
いての規定を設けるべきである。

1 　当該店舗等の場所を提供している土地
又は建物の所有者又は管理者に対し、公
表事項を通知できる規定を設ける予定で
す。

19 　「他人に客引行為をさせている者」や
「客引行為を受けた者を客として営業所
に立ち入らせた者」への調査も可能とす
るべきであり、「立入」以外の調査も可
能であることを明確化するべきである。

1 　立入調査等にあたっては、違反行為を
した者と行わせた者の関係を調査できる
規定を設ける予定です。また、ご意見を
踏まえ、より実効性を高めるため、情報
の収集等に関する規定の追加を検討いた
します。

20 　違反者が警告書の受領を拒んだとき
は、調査等報告書を作成しその経過を記
録することによって警告を発したとみな
すことができるといった類の規定も設け
るべきである。

1 　受領を拒んだ状況等を警告書・勧告書
に補記することで、警告・勧告したこと
とみなすことができるものと考えており
ます。

21 　「指導・警告・勧告時以外にも違法行
為を撮影できる」旨の規定を設けるべき
である。

1 　本条例の施行規則において、本条例の
目的の達成のため、資機材を活用した違
法行為の撮影を可とする規定を設ける予
定です。

　特定地区を指定できる権限があって
も、指定されなければ意味がなく、指定
に関するルールを策定するべきである。
　また、特定地区の指定は、現時点で赤
羽駅東口地区を想定している旨を分かる
ようにするべきである。特定地区以外で
の客引き行為等についても、指導のみな
らず警告や勧告の対象とするべきであ
る。
（同様の意見が他に２件）

　現行の他法令における指定状況や当区
の現況等を基に、関係機関や関係団体、
学識経験者等からの意見を踏まえた指定
を予定しており、骨子（案）の公表時点
では、意見の集約前であったことから明
示は控えさせていただきました。条例提
案時には特定地区を明示いたします。
　また、公表や過料措置により一定の不
利益を被ることも考慮し、特定地区は、
より限定的にすべきものと考えておりま
すが、必要に応じ拡充等の変更が生じる
場合もあります。
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№ 意見（要旨） 意見に対する区の考え方

22 　特定地区に関し、他自治体では施行規
則で「名称」と「区域」を別けて告示す
るように定めているが、仮に赤羽１丁目
と言えば、名称も区域も兼ねて示してい
ると思われるので、北区の場合では名称
と区域の告示は不要と思う。

1 　特定地区の告示については、名称はも
ちろんのこと、その区域を図示したほう
がより分かり易いと考えられることか
ら、区でも名称と区域を別けた周知を
行ってまいります。

23 　北区でも、客引き等を行わない旨の誓
約書を提出することができるとの規定を
設けるべきである。

1 　同様の制度を実施している先行自治体
に対して実効性を確認するなど、今後の
取り組みの参考とさせていただきます。

24 　条例制定にあたり、弁護士などの専門
家を交えて、条例・施行規則について集
中的かつ詳細な検討を行うべきである。

1 　区では、区民が安心して生活すること
ができるまちづくりを目的に、関係機関
や関係団体、学識経験者等を構成委員と
する「東京都北区生活安全推進協議会」
を設置しています。
　条例制定にあたっては、同委員等から
も意見を伺いながら進めてまいります。

　赤羽駅東口側の治安の悪さは客引きだ
けでなく区にも原因があり、環境に対す
る関心が薄く、犯罪抑止の観点から望ま
しいと思える状況を放置している。地元
商店街自身も法令や規範を守っておら
ず、治安悪化の加害者側であるというこ
とを自覚するべきで、地元商店街も区も
共犯で違法行為を行っているに等しい。
赤羽駅東口の治安改善のためには、赤羽
駅東口側の商店街を解体し、区の担当部
署も抜本的に見直すべきである。
　客引き行為等は赤羽だけでなく全国の
商店街や繁華街の問題だと思うので、区
議会から国会へに問題提起し、速やかに
警察が取り締まれるように法改正すべき
だと思う。
　骨子（案）では、条例の趣旨や施行後
の区民生活への影響がイメージできずわ
かりにくく、条例の要旨、赤羽駅東口地
区の問題、他区の施行状況について記載
された資料も掲載して欲しかった。
（同様の意見が他に２件）

　さまざまなご意見があろうかと思いま
すが、本条例制定後は、町会・自治会、
商店街、警察や事業者等と一層の連携を
図り、客引き行為等の撲滅に取り組むと
ともに、客引き行為等をさせない機運の
醸成に努めてまいりますので、ご理解い
ただきたく思います。
　また、骨子（案）では文字のみでの説
明となってしまいましたが、区のホーム
ページや今後に作成を予定しているチラ
シ等では具体的行為等を挙げて図示する
など、より分かり易い周知に努めてまい
ります。

　◆その他　6件
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